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PLAYER 
DEVELOPMENT 
PROGRAM とは
PDPは、国際プロサッカー選手会（FIFPRO）が推奨する、アスリートをさまざまな角
度でサポートするシステムです。サッカーに限らず、ラグビーなど世界の各競技の選手
会がトップレベルの現役選手に提供しているサポートプログラムであり、選手のメンタ
ルヘルスの向上、Well-being、引退後のキャリア支援を目的とした取り組みです。

2022-23シーズンより、JPFA女子支部で試験導入し、4名の選手が参加しました。



体制図



選手の現役中のメンタルヘルスに配慮した
カウンセリングなどのサポート
（プライバシーが完全保証された中での相談など）

選手の現役中のスキルアップサポート
（スキル開発ワークショップなど）

引退後のための相談、
コネクション作りのサポート
（キャリアアドバイスなど）

サポート内容



ほとんどの選手が経済的・社会的な理由から、引退後、新しいキャリアへ移行していきま
す。その時に備え、サッカー選手のキャリアを通じて得られる多くのリソース（スキル、
人間関係、行動力など）を開発していくことが目的です。

PDMの役割
国際プロサッカー選手会（FIFPRO）が定義するPDMの目的は、
“ピッチの内外を問わず、選手自身が主体的に成長できるようにすることで、
選手の自己啓発とウェルビーイングを促進すること“。

そのために、PDMは、選手を「先導」するのではなく、「選手と共に歩む」ことを念頭
に、種々のサポートを行います。

何かを「教える」のではなく、選手がサッカー以外のやりたいと思える夢、
過ごしたいと思える人生を自ら作り上げていくことを「サポートする」ことが特徴です。

PLAYER DEVELOPMENTの必要性



大事な関わり方について

✔選手に「無理なく」参加してもらう
✔サポートの方法は「個人に合わせて様々」
（個別の面談、オンラインMTG、電話、練習後のカフェなど）
✔プライバシーの完全保証

上記を前提としつつ、選手一人ひとりにPDMの担当者をつけ、
選手の要望によって、いつでも、どんなことでも相談できる体制を構築します。

具体的な選手のサポートイメージ

23年11月
プログラム募集開始

24年6月
シーズン終了まで



プログラム開始までの流れについて

説明会

応募

面談

プログラム開始

Googleフォームにて応募受付 → 4クラブより4名の選手が応募

選手×事務局、選手×PDM 面談2〜3回実施。
選手はPDM候補者2名とそれぞれ面談。
面談後に選手側の感触や希望をヒアリングし、マッチング。
マッチングの最終決定を選手、PDMそれぞれに通知し、連絡先を交換。

2022年10月中旬頃〜2023年6月 シーズン終了まで。

9月中旬 オンライン説明会を2回実施 → 5クラブより計6名参加

PDM選考 ・・・・

8月上旬、WEリーグコミュニティオーガナイザー・海堀あゆみ氏と松田で
パーソルキャリア株式会社を訪問。
大浦征也氏ファシリテートのもと、4名のPDM候補者とグループ面談を実施。
その後、PDM候補者を2名に絞り、2回目の面談実施（オンライン）。

PDP案内 ・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

9月上旬 クラブ代表者を通じ、各クラブの選手たちにPDP資料ならびにオン
ライン説明会（任意参加）の案内を展開。



PLAYER DEVELOPMENT MANAGERとは
PDMは、現役選手が、引退後も、自分がやりたいと思える夢や過ごしたいと思える人生
を、自ら主体的につくり上げていくことを「サポートする」PDPの中心的存在です。
選手を「先導」するのではなく、「選手が主体となって共に歩む」形で種々のサポート
を行います。

PLAYER 4名が参加

（株）パーソルの協力を得て、選手会にて、2名のPlayer Develop Managerを選考

PLAYER DEVELOPMENT MANAGER 2名を選考

2022₋23シーズンは、4名の選手が参加



2022-23シーズン振り返りインタビュー

https://touch.persol-group.co.jp/20230803_15542/
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